
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 





5 4 3 2 1 平均 昨年 比較
3 6 2 0 0 4.09 3.67 0.42
2 6 3 0 0 3.91 3.78 0.13
0 7 3 1 0 3.55 3.67 -0.12
5 4 3 2 1

0 5 6 0 0 3.45 3.89 -0.43
4 5 2 0 0 4.18 3.78 0.40
0 6 5 0 0 3.55 3.56 -0.01
5 4 3 2 1

3 6 2 0 0 4.09 3.88 0.22
3 6 2 0 0 4.09 4.25 -0.16
1 5 4 1 0 3.55 3.88 -0.33

5 4 3 2 1

0 4 7 0 0 3.36 4.00 -0.64
1 8 2 0 0 3.91 3.88 0.03
2 7 2 0 0 4.00 3.88 0.13
1 5 5 0 0 3.64 3.78 -0.14
2 4 5 0 0 3.73 4.00 -0.27

5 4 3 2 1

0 7 4 0 0 3.64 3.88 -0.24
2 6 3 0 0 3.91 3.88 0.03
1 6 4 0 0 3.73 3.88 -0.15

5 4 3 2 1

1 8 2 0 0 3.91 3.88 0.03
3 6 2 0 0 4.09 3.63 0.47
1 8 2 0 0 3.91 3.88 0.03
1 7 3 0 0 3.82 4.00 -0.18

5 4 3 2 1

3 7 1 0 0 4.18 3.63 0.56
5 5 1 0 0 4.36 3.75 0.61
3 7 1 0 0 4.18 3.63 0.56

5 4 3 2 1

1 7 3 0 0 3.82 3.50 0.32
2 7 2 0 0 4.00 3.88 0.13
1 7 3 0 0 3.82 3.63 0.19

5 4 3 2 1

5 3 3 0 0 4.18 3.63 0.56
3 6 2 0 0 4.09 3.25 0.84
1 6 4 0 0 3.73 3.25 0.48

児童生徒が期待感をもって通う学校

家庭・地域が応援したくなる学校

活気があり教職員が充実感を持てる学校

②めざす生徒像

次代の北村を担うために、見通しをもって粘り強く学び続ける児童生徒

令和５年度学校評価票　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩見沢市立北村中学校　

I  めざす姿

①めざす学校像

家庭・地域との連携・協働を大切にし信頼される教師

Ⅱ今年度の重点目標

【考察】確かな学力の定着は、3.5を切る結果となった。北村スタイルを通して、表現力や話し合う力はついてきていると考えるが、教科等
で習得したことを活用して表現することにつながりを感じていないと考える。

① 主体的・対話的で深い学びを通した確かな学力の定着

② 豊かな人間性を育む支持的親和的な仲間づくり

③ 安全意識の向上と健康な体づくり

自ら律するとともに、自分も他者も大事にする児童生徒

自己を客観的に知り、心身ともに健康管理ができる児童生徒

③めざす教師像

心に寄り添い児童生徒を徹底して大切にする教師

授業改善や授業づくりに励み、研鑽し高め合う教師

【考察】どの項目もおおむね3.5以上の評価となった。特に、ピアサポートや１分間スピーチなどの共通の取り組みを通して、「期待感をもって通う」や「自分も他者
も大事にする」という項目の評価が高くなったと考える。

① GR―PDCAのカリキュラム・マネジメントに基づく教育課程の工夫・改善を図る。

② 学習指導要領の趣旨に沿った教育課程を編成し、新しい時代に対応できる力を育成する。

③ 学校・家庭・地域の双方向の連携強化により、教育活動の活性化を図るとともに「社会に開かれた教育課程」を推進する。

（２）学習指導　　◎ 子どもが主人公になる「授業づくり」の推進

【考察】ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を充実させることができ、個別最適な学びと協同的な学びの推
進することができた。

① 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に意図的に取り組み、確かな学力の育成と児童生徒一人一人の個別最適な学びを推進する。

④ 社会・地域とつながる学校づくり

⑤ 小中一貫教育を支える組織体制の充実

Ⅲ具体的方策

重点①：主体的・対話的で深い学びを通した確かな学力の定着

（１）教育課程　　◎ 学校と社会の相互連携・協働を促進し、「生きる力」を育む教育課程の編成

【考察】学習指導要領の趣旨に沿い、地域との関連性を持たせた教育課程の編成・実施・工夫・改善を行い、「社会に開かれた教育課
程」を推進していることがこの評価でうかがえる。

② 中学校英語科へのスムーズな接続と小中９年間を意識した適切な教育課程を編成する。

③ 検定等への積極的な参加を奨励し、英語に対する関心・意欲の向上を図る。

（４）総合的な学習の時間　　◎ 小中一貫した年間指導計画の編成

【考察】CSを通して、９か年の地域学習プログラムを作成し、系統立てて行っていったことが高い評価につながったと考える。

① 小中９年間を見通した指導計画を編成し、探究的な見方・考え方を効果的に育成する。

② 地域の「ヒト・モノ・コト」を積極的に活用する実践を通して、実社会・実生活と関連する課題に気づき、解決しようとする態度を育成する。

② ICTの効果的活用による情報活用能力を高める授業及び学習スキルの向上による「学びの形成」を高める授業を推進する。

③ 「教えて考えさせる」授業スタイルを基盤とした「子どもと創る授業」を展開する。

④ 各種調査等による客観的データの分析を踏まえた授業改善の充実を図る。

（３）外国語・英語科　　◎ 英語が使える児童生徒の育成

【考察】どの項目も４以上の評価となった。英語暗唱大会での入賞や小６の専科授業など成果が上がったことが要因と考える。

① ALTの積極的な活用及び教科担任との連携により、生きた英語に触れさせ活用できる力を育む。

③ 自己の生き方を考え、将来の実践力を育成する教育課程の充実を図る。

（５）特別支援教育　　◎ 子ども一人一人の能力や可能性を伸ばす特別支援教育の充実

【考察】３年ぶりに特別支援学級が開設され、生徒の実態把握や個に応じた効果的な支援や指導が行われた。特別支援教育の視点に
立った教科指導等は、必要不可欠であるので、研修等の時間を確保する必要がある。

① 特別な配慮を必要とする児童生徒への組織的対応と個別の指導計画及び個別の教育支援計画をもとにした支援の充実を図る。

② 特別支援コーディネーターを中心として、児童生徒の実態の把握や個に応じた効果的な支援や指導について話し合い、個々の児童生徒への指導の
充実を図る。
③ 関係機関と連携や特別支援教育に関する研修を実施し、特別支援教育の充実を図る。

５：十分満足できる ４：おおむね満足できる ３：標準 ２：もう少し努力を要する １：努力を要する

※ 「自分自身としてどの程度取り組めたのか」という視点での回答



5 4 3 2 1

3 6 2 0 0 4.09 4.13 -0.03
3 7 1 0 0 4.18 4.13 0.06
2 6 3 0 0 3.91 3.75 0.16

5 4 3 2 1

2 6 3 0 0 3.91 3.88 0.03
1 7 3 0 0 3.82 4.00 -0.18
2 7 2 0 0 4.00 4.00 0.00

5 4 3 2 1

2 8 1 0 0 4.09 4.38 -0.28
2 7 2 0 0 4.00 4.13 -0.13
2 7 2 0 0 4.00 4.25 -0.25
3 7 1 0 0 4.18 3.75 0.43
2 6 3 0 0 3.91 4.13 -0.22

5 4 3 2 1

1 6 4 0 0 3.73 3.88 -0.15
1 6 4 0 0 3.73 4.13 -0.40
2 7 2 0 0 4.00 4.00 0.00
2 4 5 0 0 3.73 3.75 -0.02
2 5 4 0 0 3.82 4.00 -0.18

5 4 3 2 1

2 6 3 0 0 3.91 4.00 -0.09
2 7 2 0 0 4.00 4.00 0.00
3 6 2 0 0 4.09 4.00 0.09

5 4 3 2 1

2 7 2 0 0 4.00 3.78 0.22
2 5 4 0 0 3.82 3.89 -0.07
2 3 6 0 0 3.64 3.89 -0.25

5 4 3 2 1

2 4 5 0 0 3.73 4.00 -0.27
1 5 5 0 0 3.64 3.88 -0.24
1 4 5 0 1 3.36 4.00 -0.64

5 4 3 2 1

3 6 2 0 0 4.09 4.13 -0.03
1 4 5 0 1 3.36 3.50 -0.14
3 6 2 0 0 4.09 4.00 0.09
1 4 5 0 1 3.36 3.78 -0.41

重点②：豊かな人間性を育む支持的親和的な仲間づくり

（６）道徳教育　　◎ 「特別の教科　道徳」を核とする道徳教育の充実

【考察】全ての教員が、道徳の時間を担当しており、取り組みとして充実しているという点が高評価につながっているものと考えられる。今
後も「考え、議論する道徳」に向けた授業改善を行っていくことが必要である。
① 「特別の教科 道徳」の時間を要として道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育み、学校の教育活動全体を通じて、自ら感じ、考え、判断し、道徳実践力を育成す
る。

② 生命を大切にする心や思いやりの心、個性や立場を尊重する態度など豊かな人間性・社会性を育む創意ある指導を行う。

③ 道徳教育推進教師を中心に道徳指導の研修を行い、「考え、議論する道徳」に向けた授業改善を推進する。

【考察】ピア・サポートを中心とした信頼関係に基づく仲間づくりの取組の充実や、普段からの生徒に寄り添った指導が、高い評価につな
がっているものとおさえることができる。

① 「傾聴・受容・共感」の信頼関係に基づく仲間づくりを推進し、安心して生活できるように学級経営の充実を図る。

② 支持的親和的な人間関係を育む「ピア・サポート」の実践を基盤とした学級づくりを推進する。

③ ＱＵテストの結果分析やコーチングを活用した教育相談により、子どもを理解し、心に寄り添う日常指導の充実を図る。

④ 互いに尊重し、認め合うとともに、対立の解消に主体的に取り組む態度を育成する。

⑤ コミュニケーションツールとして正しく活用できる力を育む情報モラル教育の充実を図る。

（７）特別活動　　◎ 自主的実践的態度を育む特別活動の推進

【考察】体育大会や学校祭等の行事で前年踏襲ではない、自主的実践的な活動が多く見られたのが、高い評価につながったと考える。

① 児童生徒が学校行事や児童会・生徒会活動を通して、主体的に学校生活を営み、集団の一員として自覚し、よりよく生活しようとする自主的・実践的
な態度を育む。
② 児童生徒が自分たちの生活の諸問題の解決について話し合う学級活動の授業の充実を図る。

③ 協働の重要性や達成感・自己有用感を実感できる体験活動の充実を図る。

（８）生徒指導　　◎ 子どもの自尊感情・自己有用感・達成感・規範意識を育てる取組の推進

④ 運動習慣の確立を図り、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を図る。

⑤ 健康情報や新型コロナウイルス感染症など不測の事態に関する情報等を正しく選択して適切に行動できる資質・能力を育む。

（１０）安全・安心　　◎ 小中連携した防災教育の推進

【考察】おおむね高い評価である。次年度は、小中合同、地域も一体となった防災教育を行っていく必要がある。

① いかなる状況下でも自らの命を守る力を養うとともに、災害時や日常生活の中で何ができるのかを考えさせる防災教育を推進する。

② 防災・防犯教育、交通安全指導を計画的に実施し、子どもたちの危機回避能力の伸長を図る。

重点③：安全意識の向上と健康な体づくり

（９）健康　　◎ しなやかな心と健康な体づくり

【考察】どの項目も３．５以上の評価となった。感染症で、２度の学級閉鎖等を行ったが、「しなやかな心と健康な体づくり」はおおむねでき
ていたと考える。

① 新体力テストなど客観的データをもとにした体育授業等の改善を推進する。

② 食に関する指導や薬物乱用防止教室等を実施し健康指導の充実を図る。

③ 自己肯定感や自己調整力を高め社会性や他者理解を育む心の教育の充実を図る。

③ 「将来にわたって北村を支える人材の育成」を念頭に、ふるさと愛を育む「ふるさと教育」を基盤として、地域の活性化や地域づくりを推進する。

（１２）進路指導（キャリア教育）　　◎ 自らの生き方を見いだすキャリア教育の推進

【考察】地域人材や、素材が豊富な北村地区ではあるが、職場体験活動の充実という部分では、選択肢が限られ、自らの生き方を見い
だせるか疑問が残る。

① 地域教育資源を効果的に活用し、身近な地域学習の中から自らの役割を考える力や働くことへの夢を育む。

② 進路計画の立案や社会における自分の役割、将来の生き方・働き方について、キャリアパスポートの効果的活用等により主体的に考える力を育成す
る。
③ 望ましい勤労観・職業観を育成するための職場体験活動の充実を図る。

③ 小中合同の避難訓練・情報モラル教室を実施し、防災・防犯意識の向上を図る。

重点④：社会・地域とつながる学校づくり

（１１）北村中学校区コミュニティ・エリア　　◎ 地域とともにある学校づくりの創造

【考察】CSだより、小中一貫だより等、積極的な情報発信に努めることができた。９か年を見通した地域学習プログラムを作成し、「ふるさ
と教育」を推進することができた。

① 小中一貫教育活動等の積極的な情報発信、授業参観・懇談会・学校行事等の充実を図る。

② ＰＴＡ及び学校運営協議会の組織体制や活動内容を整理・充実させ、学校・家庭・地域の連携強化を図る。

（１３）教育環境・学習環境の整備　　◎ 安心・安全につなげる教育・学習環境の充実

【考察】関係機関や地域・保護者との連携というところで要努力といった意見がある。働き方改革や効果的な教育環境を考えていくうえ
で、関係機関等との連携は重要である。

① 「いじめ防止基本方針」をもとに、いじめの未然防止・早期発見・早期対応に努める。

② 「教育支援センター」等の関係機関との連携を図り、悩みや不安をもつ子どもへの支援の充実を図る。

③ 校舎内外（グラウンド，校舎，教材園，遊具等）を使いやすく整備し，環境の美化に努める。

④ 保護者・地域の協力の下、教育環境・学習環境の整備を行う。（PTA・学校運営協議会の活動）



5 4 3 2 1

2 7 2 0 0 4.00 4.00 0.00
2 6 3 0 0 3.91 4.00 -0.09
3 4 3 0 1 3.73 4.13 -0.40
3 6 2 0 0 4.09 4.00 0.09

5 4 3 2 1

1 7 3 0 0 3.82 3.88 -0.06
2 8 1 0 0 4.09 4.25 -0.16
2 6 2 1 0 3.82 3.75 0.07
3 3 5 0 0 3.82 4.00 -0.18

5 4 3 2 1

2 6 3 0 0 3.91 3.75 0.16
0 5 6 0 0 3.45 3.56 -0.10
1 5 4 1 0 3.55 3.63 -0.08
0 3 7 1 0 3.18 3.44 -0.26
0 3 6 2 0 3.09 3.56 -0.46

5 4 3 2 1

0 3 3 3 2 2.64 3.75 -1.11
0 3 5 1 2 2.82 3.63 -0.81
1 2 4 3 1 2.91 3.50 -0.59
0 4 5 2 0 3.18 3.50 -0.32
0 4 5 2 0 3.18 3.63 -0.44
0 8 2 1 0 3.64 3.63 0.01
2 5 4 0 0 3.82 4.00 -0.18
2 5 2 1 1 3.55 4.11 -0.57

重点⑤：小中一貫教育を支える組織体制の充実

（１４）小中一貫教育　　◎ 子どもが輝く小中学校９年間の一貫した教育の推進

【考察】「子どもが輝く９年間」といった観点から、教科担任制や合同授業は効果的であると考える。小学校・中学校ともにwin-winとなれる
一貫教育の充実が重要である。

① 「学校づくり＝授業づくり」の視点に立った「学び続ける学校」への組織的な改善を図る。

② 令和５年度小中一貫校に向けた小中９年間の教育課程を検討・編成及び学びの連続性を実現する教育活動の推進。

③ 教科担任制の導入や相互授業参観、乗り入れ授業、合同授業等により、連携の強化と授業改善を推進する。

④ 公開研究会、各種研修会、各種講座に積極的に参加し、専門性や実践的指導力の向上を図る。

（１６）働き方改革の推進　　◎ 子どもを徹底して大切にする教育に資する「学校における働き方改革」の推進

【考察】働き方改革の意義等については理解されているが、「勤務時間・健康管理の意識」や「連携・分担しての課題の対応」の部分で解
消されていないことが数値上読み取れる。

① 教員が自らの授業を磨くとともに、日々の生活の質や教職人生を豊かにすることにより自らの人間性や創造性を高める。

② 教員が笑顔になり、児童生徒も笑顔になれる学校における働き方改革を推進する。

③ ライフステージやキャリアステージに応じた資質・能力の養成による「教えるプロ」の育成を図る。

④ 小中で統一した学力向上への取組成果を検証し、合同研修等で指導力向上を図る。

（１５）校内研修　　◎ 小中一貫した授業展開「北村スタイル」の確立

【考察】小中合同での研修体制が強化され、授業改善を推進することができた。公開研究会、各種研修会、各種講座への積極的な参加
に個人差があるように感じている。

① 「子どもと創る授業」作りを基盤とし、教師の“教えたい”を児童生徒の“学びたい”に変える授業改善を推進する。

② 小中９年間の「北村スタイル」の構築を目指し、小中合同での研修体制の強化及び実践的指導力の向上を図る。

③ ICTの効果的活用や授業のハイブリット化に向けた実践的研修を推進する。

（３）家庭学習に取り組む時間、小学校「学年×１０分＋１０分」中学校「学年×２０分＋６０分」を１００％

（４）学校評価保護者アンケート項目全てで「肯定的評価」を９０％以上

（５）学校評価児童生徒アンケート項目全てで「肯定的評価」を９５％以上

（６）生徒による授業アンケート項目全てで３.５ポイント以上（中学校）

（７）部活動に関わる活動方針の遵守１００％（中学校）

（８）１９：００施錠（月平均）　　※「施錠」は「退勤」と考えてください

④ 勤務時間管理の徹底と勤務時間・健康管理を意識した働き方を推進する。

⑤ 学校内外との関係で連携・分担して課題に対応できる体制の充実を図る。

Ⅳ今年度の数値目標

【考察】学力、家庭学習に関しては、厳しい数値評価となった。アンケート結果についてはおおむね良好であると考える。働き方改革は、
意識としては高いと考える。

（１）全国学力・学習状況調査の平均正答率及び新体力テストで全国比平均以上

（２）標準学力検査（ＮＲＴ）の学力偏差値を５０以上



【Ⅰ 自己評価・各アンケートの分析】（生徒アンケート）

17 10 15 42
1  学校の取組について 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG

⑴ 学校は、漢検や英検などの各種検定試験に挑戦できる環境を整えている。 5 4 3 2 1 6 5 5 1 0 3.9 10 0 0 0 0 5.0 12 3 0 0 0 4.8 28 8 5 1 0 4.5

⑵ 学校は、いろいろな応募コンクールを紹介し、挑戦できる環境を整えている。 5 4 3 2 1 8 7 2 0 0 4.4 8 2 0 0 0 4.8 8 6 1 0 0 4.5 24 15 3 0 0 4.5

⑶ 学級活動は、話し合いによっていろいろな内容を決めている。 5 4 3 2 1 9 6 2 0 0 4.4 6 4 0 0 0 4.6 7 5 2 1 0 4.2 22 15 4 1 0 4.4

⑷ 生徒会活動は、話し合いによっていろいろな内容を決めている。 5 4 3 2 1 8 8 1 0 0 4.4 7 3 0 0 0 4.7 11 3 1 0 0 4.7 26 14 2 0 0 4.6

⑸ 学校は、災害や不審者、薬物、IT関連の犯罪などから自分たちの身を守る知識や対処法を教えている。 5 4 3 2 1 # 5 1 0 0 4.6 8 2 0 0 0 4.8 9 5 1 0 0 4.5 28 12 2 0 0 4.6

⑹ 学校は、成⾧期にある自分たちの体や性についての知識や適切な態度を教えている。 5 4 3 2 1 8 7 2 0 0 4.4 4 6 0 0 0 4.4 8 6 0 1 0 4.4 20 19 2 1 0 4.4

⑺ 行事（学校祭、体育大会など）は内容が充実している。 5 4 3 2 1 9 7 0 1 0 4.4 2 6 1 1 0 3.9 7 5 2 0 1 4.1 18 18 3 2 1 4.2

⑻ 学校は、学校生活のいろいろな場面を通して、ともに支え合うことの大切さを感じさせる活動をしている。 5 4 3 2 1 # 6 1 0 0 4.5 6 4 0 0 0 4.6 6 8 1 0 0 4.3 22 18 2 0 0 4.5

2  学習・授業について 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG

⑴ 先生方は、いろいろなICT教育機器を効果的に使い授業をしている。 5 4 3 2 1 6 9 2 0 0 4.2 5 5 0 0 0 4.5 6 7 0 2 0 4.1 17 21 2 2 0 4.3

⑵ 先生方は、授業中や授業以外の時間（休み時間、放課後、夏・冬休みなど）でも分からないことや疑問に思ったことを適切に

アドバイスしてくれる。 5 4 3 2 1 9 6 2 0 0 4.4 8 2 0 0 0 4.8 9 4 2 0 0 4.5 26 12 4 0 0 4.5

⑶ 授業中、自分の考えや自分なりの答えなどを決める時間がある。 5 4 3 2 1 12 4 1 0 0 4.6 8 2 0 0 0 4.8 10 2 3 0 0 4.5 30 8 4 0 0 4.6

⑷ 授業中、自分の考えや自分なりの答えを発表したり意見を交換したりする場面がある。 5 4 3 2 1 12 4 1 0 0 4.6 6 4 0 0 0 4.6 10 3 2 0 0 4.5 28 11 3 0 0 4.6

⑸ 授業では、少人数指導やティームティーチング、ペア・グループ学習など工夫がなされている。 5 4 3 2 1 10 5 2 0 0 4.5 7 3 0 0 0 4.7 7 7 1 0 0 4.4 24 15 3 0 0 4.5

3  自分自身について 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG 5 4 3 2 1 AVG

⑴ 家庭学習は毎日している。 5 4 3 2 1 4 8 4 1 0 3.9 5 4 0 1 0 4.3 2 7 3 2 1 3.5 11 19 7 4 1 3.8

⑵ 学級活動で自分たちで決めたことを自分たちで責任を持って行うようになってきた。 5 4 3 2 1 6 8 3 0 0 4.2 7 3 0 0 0 4.7 7 6 2 0 0 4.3 20 17 5 0 0 4.4

⑶ 生徒会活動で自分たちで決めたことを自分たちで責任を持って行うようになってきた。 5 4 3 2 1 4 9 4 0 0 4.0 6 3 1 0 0 4.5 7 6 2 0 0 4.3 17 18 7 0 0 4.2

⑷ 学校生活のいろいろな場面を通して、将来のことを考えるようになってきた。 5 4 3 2 1 3 11 2 1 0 3.9 4 5 1 0 0 4.3 6 7 1 1 0 4.2 13 23 4 2 0 4.1

⑸ 朝読書などを通して、いろいろな本を読む機会が増えてきた。 5 4 3 2 1 5 7 3 2 0 3.9 5 4 0 1 0 4.3 7 5 2 1 0 4.2 17 16 5 4 0 4.1

《分析》
4

３年 全校

達成度

令和5年度 教育活動に関する生徒アンケート【北村中学校】全学年集計
【５：よく当てはまる ４：大体当てはまる ３：どちらでもない ２：あまり当てはまらない １：全く当てはまらない】 １年 ２年

集計人数 集計人数 集計人数 集計人数
達成度

達成度

 学校に対する意見や要望があれば書いてください。（施設面以外で）「自分たちが今以上に誇りに思え

る・自慢できる北村中学校にするために」という視点で書いてください。

1 学校の取組については、全体では多くの項目で評価は高くついているが、学年別では１年生（１）、２年生の

（7）が４をきっている。生徒減少等で実施が難しくなるが、小学校と連携し、環境を整えるよう努めていく。行

事の内容充実を図る必要があると考える。

・振り返りの項目を増やすといいと思います。

・一人一人が誰に対してもやさしく対応できるようにするともっと良い。

・全学年がもっと仲良くできるような場面や機会を作ってほしいです。自分から先輩へと声をかけるのが、怖い人とか

も、もしかしたらいるかもしれないので。

・もっと生徒の意見を取り入れてほしい。

・学習時間じゃなく勉強した内容を理解できているかが大切だと思う。

・体育祭に１００ｍを加えてほしい。

・もう少し臨時休校の判断を早くしてほしい。

2 全ての項目で高評価となっている。（１）に関しては２の評価が４名いるので、引き続きＩＣＴ教育機器を授

業に有効活用していく必要があると考える。

3  （１）（４）（５）の評価を上げるために、特に１年生ではキャリア教育・道徳等で学習や進路について考え

る場面を増やすことが必要と考える。

4 全校でのピアサポート・道徳・学活等で学年を超えて交流するする機会を多くすることも必要と考える。





 


